




まにわ ひと・まち物語

真庭市市制施行20周年記念誌

～やさしさを重ねた20年、希望をのせて次の一歩へ～



2

フォトグラフ真庭

Nature
壮大な自然

蒜山三座

神庭の滝

備中鐘乳穴

湯原温泉砂湯

美甘渓谷
醍醐桜
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フォトグラフ真庭

Season
季節を彩る風景

北房ホタルの里

落合納涼花火大会

北房コスモス広場

ひるぜん雪恋まつり

美甘宿場桜

蒜山高原ひまわり畑



5

フォトグラフ真庭

Season
季節を彩る風景

北房ホタルの里

落合納涼花火大会

北房コスモス広場

ひるぜん雪恋まつり

美甘宿場桜

蒜山高原ひまわり畑



6
旧遷喬尋常小学校校舎

勝山町並み保存地区

GREENable HIRUZEN

真庭市役所本庁舎

石の大鳥居（茅部神社）

大御堂（社）

美甘の町並み

フォトグラフ真庭

Townscape and Architecture
町並み・建造物
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フォトグラフ真庭

Festival

伝統ある祭り

久世だんじり喧嘩

美甘夏まつり

北房ぶり市

湯原温泉はんざき祭り

勝山喧嘩だんじり

大宮踊
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　平成17年、それぞれの歴史と魂をもった9か町村の心が一つになって、「杜の都」

真庭市が誕生しました。

　真庭市は、美しい森林や瑞 し々い旭川の清流、そして萌える緑の大地など豊かな自然に

恵まれ、先人たちは、その自然を愛し共生しながら歴史を刻んできました。

　私たちは、先人の労苦を偲び、市誕生の和の精神を受け継ぎ、市民一人ひとりが主役と

なり手を取り合って明るく躍進する郷土を築くために、この市民憲章を定めます。

真庭市
市民憲章

平成 21年（2009年）1月 1日制定

1　自然の恵みに感謝し、美しい環境と生き物を大切にし、未来に向けて守り

　　育てます。

1　ふるさとを愛し、郷土の歴史と伝統を受け継ぎ、文化の薫り高いまちを創り

　　ます。

1　生涯を通じて学び、健やかな心と身体を養い、人格の向上に努めます。

1　あいさつと笑顔のあふれる平和なまちをつくり、家族や隣人を大切にし、

　　旅人を温かく迎えます。

1　地域に根付く産業を育み、生きがいと誇りを持って働き、活気と賑わいの

　　あるまちを築きます。
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真庭市の位置

真庭市は、岡山県北部で中国山地のほぼ中央
に位置しており、北は鳥取県に接し、東西に約
30km、南北に約50kmの広がりを見せていま
す。総面積は約828km2で、岡山県の約11.6%
を占める県下で最も大きな自治体です。
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＊「市政20年の軌跡」の小項目については125ページを参照ください。
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